
―「生徒が自ら問いを立て、科学的に探究する理科授業『科学者の時間』の実践研究」に取り組まれました。「科
学者の時間」とは、どういったものでしょうか。　

井久保大介先生（以下、敬称略） 　「生徒が科学者になりきって、科学的な探究のサイクルを自ら回し
て学ぶ授業」です。生徒たちが、「問い」を自ら立て、その「問い」を検証するための観察・実験を計
画し、実験結果をもとに考察したことを発信します。

Interview

「科学者の時間」で生徒自ら「問い」を立てる探究活動を実現

府中市立府中第六中学校

住宅街も自然環境もある 500 人規模の公立中学

――学校についてご紹介ください。

佐藤光宏校長（以下、敬称略）　 当校は全校生徒557人、計16学級の公立中学校です。学区には、団地
などの住宅街とともに、豊かな自然環境もあり、田畑も点在しています。長らくおなじところに住み
つづけておられる方も多く、親子にわたって当校を卒業なさったというご家庭もあります。

「消費する」実験から「自ら問いを立てて行う」実験へ

佐藤光宏校長

調布市立調布中学校を初任校とし、教員として 38 年間のキャリアを積む。
府中第六中学校には保健体育の教員として在任した後、他校での管理職・
校長職を経て、2022 年度より校長に就任。

井久保大介先生

八王子市立元八王子中学校を初任校とし、教職大学院派遣研修の期間を
経て、2016年度から2024年度まで府中第六中学校に在任。
2025年より杉並区立東田中学校に赴任。

――どのような課題意識で、「科学者の時間」を含む研究に取り組もうとされたのですか。

井久保　　生徒たちは実験が好きで、「先生、今日はなんの実験ですか」と聞いてくる子もいます。う
れしい気持ちがある反面、「実験は本来、自分が確かめたいと思っておこない、得られたものを考察す
るプロセスである」とも自覚していました。



Interview

問いづくりや課題解決学習を経て「科学者の時間」へ

（左）『たった一つを変えるだけ 探究力を育む理科の授業』
ダン・ロススタイン、ルース・サンタナ著、吉田新一郎訳、新評論 2015年刊
（右）『だれもが〈科学者〉になれる！ 探究力を育む理科の授業』
チャールズ・ピアス著、門倉正美・白鳥信義・ 山崎敬人・吉田新一郎訳、新評論 2020年刊

　とはいえ、いきなり「さぁ、科学者として問いをつくって実験しましょう」では上手くいきません。
そこで、自分たちで疑問に思ったことを考えて実験を行うようになるための流れを意識し、まずそのた
めの授業を前段で行うこととしました。

――実践された単元の一つが、中学3年の「運動とエネルギー」だったそうですね。どのような計画を立てられた
のですか。

井久保　　ゴールを「運動とエネルギーに関する概念を、生徒自らが獲得するため、自分たちで問い
を考えて実験をデザインし、発見した概念について発表できること」と定めました。そのために、科学
者のようになって考え、探究できるようになることをめざしました。

　生徒たちが実験を教師から与えられて「消費」する状況になってしまっているのをどうにか変えたい
と思っていたなか、本に出合いました。1冊目は『たった一つを変えるだけ』で、質問づくりの大切さ
などが書かれています。訳者の方と交流させていただき、勉強会などをするなか、2冊目として『だれ
もが〈科学者〉になれる！』という本に出合いました。探究活動中心の理科教育の実践のしかたが書
かれています。これを日本の学習指導要領に沿って実践できないかと考え、研究してみようと考えたの
です。

「運動とエネルギー」単元指導計画の概略（画像提供：府中市立府中第六中学校）



―――これらを経て「科学者の時間」に入っていくわけですね。

 井久保　　はい。「科学者の時間」の1時間の流れとしては、まず、生徒たちに科学的な見方や考え方
を学んでもらうために教師が指導をする「ミニレッスン」の時間を設け、その後、生徒たちが自分た
ちの問いに基づき探究活動をおこないます。そして1時間の終わりに発見したことなどを発表しあ
い、「KWLシート」に記入します。こうした「科学者の時間」の授業を単元全体の3分の2ほどに充
て、単元の区切りや最後には「発表会」を行うこととしました。

Interview

「科学者の時間」よりも前の段階の授業（画像提供：府中市立府中第六中学校）

　課題解決学習も行うことにしました。アルミホイル製のボートにどれだけ重いおもりを載せられる
か競いあう活動と、おもちゃの車の速さを測定する活動です。力を図示できるようにする、速さを算
出できるようにするといった、基礎的な知識を養うねらいがあります。

――どのような前段の授業を計画されたのですか。

井久保　　一つは、運動とエネルギーに関する本に触れるというものです。力学の絵本から、大学生
が使う実験書まで、理科教育助成も活用して40冊ほどを揃え、子どもたちに自由に読ませ、対話する
時間をとりました。

　この時点で問いづくりを始めるとともに、「KWLシート」への記入にとりかかりました。「知ってい
ること（Know）」「知りたいこと（Want to know）」「学んだこと（Learned）」を生徒一人ひとりが記
入する可視化ツールです。「K」は、たとえば「ミルククラウン」といった単語だけでもよく、「W」は
「ミルククラウンを撮影してみたい」などのやりたいことでも構いません。「L」は探究を進める中
で、学んだことを常に書き足していきます。



Interview

――実際の生徒たちの活動ぶりや、先生の生徒への接し方はいかがでしたか。

井久保　　「科学者の時間」の前段では、生徒たちは本を読んで自分の生活経験と照らしあわせながら
「KWLシート」で知っていることや知りたいことを整理していました。課題解決学習では「チョロQ」や
「ビースピ」という速度測定器などを使って、測定機器の使い方を学びました。

　子どもたちが「問い」を立てようとする一方で、教師側にはその単元で「教えたい」ことがありま
す。この二つをできるだけ合致させるため、この前段での学習をできるだけ楽しくできるよう環境づく
りを心がけました。

「科学者の時間」とその発表会（画像提供：府中市立府中第六中学校）

教師も生徒といっしょに考えるようにする

　「科学者の時間」では、3、4人のグループで探究をしました。あるグループは、「物体が落下するとき
の速さは、物体の重さや落とす高さによって変化するのか」といった問いをつくり、重さの異なる小球
の落下速度を計測しました。別のグループは、「台車の速さは斜面の角度によってどのように変化する
か」という問いに対し、傾斜の角度を5°、10°、15°、20°と変え、台車の速さや、台車に当たった消しゴ
ムの飛んだ距離を調べていました。「ミルククラウンができる条件はどのようなものか」という問いを探
究したグループもありました。

　このように生徒たちの「問い」はさまざまですので、教師も探究のプロセスをいっしょに考えるとい
う姿勢で臨みました。



Interview

質問紙調査での事前・事後の平均値（一部）（画像提供：府中市立府中第六中学校）

　「探究発表会」では、土曜日の公開授業で、近隣の小中学校の先生、指導主事、保護者のみなさん
にも参観していただくなか、生徒たちは自分たちのやったことのハイライトを成果として発表しまし
た。

佐藤　　途中の実験で上手くいかず、あきらめかけている生徒も見られました。けれども、新しい発
見があったり、別のやり方に気がついたり、アイデアを閃いたりして、だんだん集中していく姿に変
わっていきました。生徒たちがだんだん科学者になっていき、充実してやっている印象をもちまし
た。

探究プロセスを進めるという認識が生徒に芽生えた

――成果についてご紹介いただければと思います。

井久保　　単元の最後に行った探究発表会では、生徒たち全てのグループが、自分たちの探究の成果
を発表することができました。また、事前と事後にアンケートをとったところ「理科を学ぶことは楽
しい」が有意に向上したほか、「理科を学ぶとき、自分が考えたことについて考えることが重要であ
る」や「科学者は、新しい問いをたてる前に、古い問いに答えられなくてはならない」でも有意な向
上が見られました。

　生徒たちがやりたいと思ったことは、安全面を確保できない実験を除けば、基本的にやってみてよ
いことにしました。単元で教えたいことと、生徒が立てる「問い」がズレすぎないようにするのに、
最初に本に触れさせていることが効果的でした。生徒たちが言ってくる「問い」に、「運動とエネル
ギーというテーマとどう関連づけられるか調べてみよう」とアドバイスしたりもしました。

　なかには頓挫してしまうグループもあります。その場合は、別の問いに探究内容をシフトさせまし
た。また、「問い」を立てられないというグループには「KWLシート」に戻って興味あることを見つ
けさせたり、実験器具を自由に触れさせたり、また他グループの実験を見せたりして、できるだけ自
分たちで探究していくための支援をしました。



Interview

―――「科学者の時間」は「探究のサイクルを自ら回して学ぶ授業」とのことでしたね。生徒たちの「探究のサイ
クル」はどのようなとき見られましたか。

井久保　　実験が思いどおりに行かず「なんで？」となるときは、そのタイミングの一つではと思いま
す。たとえば、質量の大きいものも小さいものも同時に落下すると教科書にあるのに、実験してみると
そうならないことが多々あります。授業では、木の球と鉄球の球をおなじレールで転がしたら、鉄の球
のほうが遅かったという実験結果に直面した生徒たちがいました。「なんで？」と調べてみると「滑り
摩擦」や「転がり摩擦」という現象があることにたどり着きました。経験上の上手くいかないことか
ら、探究のサイクルはまわり出すのではないでしょうか。

　「教科書は学びにとっていちばん勉強になる」という項目もあったのですが、意外にも向上しました。
私としては、経験に勝るものはないということで下がってほしかったのですが。けれども、何人かの生
徒から、教科書は条件制御がきちんとされていて、自分たちが確かめたいことの結果を出せていて、「す
ごい」といった感想が聞かれました。教科書に載っているような実験が、いかに科学的なプロセスに基
づいた確からしいものであるかを、今回の自分たちの実験を経て実感したようです。

　「科学とは何でしょう」という自由回答方式の記述では、事前に「科学はおもしろい」とだけ書いてい
た子が、事後「多くの観察・観測、実験の結果により、変わりつづけるもの」と書くなど、与えられた
実験をやるという認識から、探究的なプロセスを進めていくという認識に変わってきたことが見てとれ
ます。

「思いどおりにならない…なんで？」が探究のサイクルに

「探究サイクル」のイメージ　井久保先生が『だれもが〈科学者〉になれる！』を参考に作図（画像提供：井久保先生）



Interview

――学校として、今回の研究の成果を今後どのように活かしていかれますか。

佐藤　　井久保の取り組みをほかの教員は皆見てきました。近年は若い教員が増えていますが、今回の
研究成果と受賞を、すべての教員の授業力向上につなげていければと考えています。生徒たちに探究す
る楽しさを知る機会をこれからも提供していきたいと思っています。

取材前におこなった賞の表彰の様子


